感染対策管理委員会議事録

日時　：　2012年　3月8日（水）　15：30～　16：00
場所　：　青南病院　病2階　会議室

司会　：　佐藤　志穂　　　　　　　　　記録者：　須々田　珠実
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　1.感染者・感染症状のある患者様の状況報告　
【　東病棟　】　Ｂ型肝炎（＋）1名、ＭＲＳＡ（＋）1名

下痢・嘔吐6名（うちノロウイルス2名）

【　西病棟　】　Ｂ型肝炎（＋）1名

　　　　　　　　発熱・下痢・嘔吐なし

【　北病棟　】　Ｂ型肝炎（＋）1名、梅毒2名、発熱者なし

【　南病棟　】　Ｂ型肝炎（＋）4名　Ｃ型肝炎（＋）2名　、ＭＲＳＡ（＋）2名

梅毒1（＋）1名　発熱者なし
【　青陽館　】　嘔吐2名(検査結果は異常なし)

【　青山荘　】　発熱者なし

【　南山苑　】　Ｂ型肝炎（＋）2名　Ｃ型肝炎（＋）3名

　　　　　　　　褥創4名　嘔吐2名

インフルエンザ：18名の利用者が罹患

　　　　　　　　うち3名（＋）確定、9名（－）だが発熱ある為、計12名が隔絶中。

　　　　　　　　6名が隔絶解除し、準隔絶で様子観察中。

　　　　　　　　職員2名がインフルエンザに罹患。うち1名は鼻声・咽頭痛のみで発熱は無

いが、検査の結果インフルエンザであった。

【　南陽館　】　Ｃ型肝炎（＋）1名　発熱者3名（うち1名は体温調節が原因とみられる）。褥創4名（うち2人は利用中止、1名状態改善している。）

・病院でノロウイルス罹患者が2名発生したが、拡大せず落ち着いてきている（再検査結果は2名とも－）。引き続き、汚物処理を確実に行い、感染予防の対応を徹底していきましょう。

・インフルエンザについて、発熱なしでも陽性になることがある。自己の体調管理の徹底、患者様、利用者様の体調変化に気付けるよう留意していきましょう。

　2．施設巡視予定（3月）　

＜巡視場所＞　青陽館、南陽館、南寿の里

＜担当者＞　西井真紀さん・須々田珠実さん・佐藤志穂さんです。

※日程は決まり次第、担当者へ連絡します。

　3.青南病院　3/5保健所立入検査の結果報告　

大きな指摘事項はなし。

【アドバイスを受けた項目】

書類関係は問題ないが、委員会出席率は90％（現在平均72.3％）を目標に確実に出席するようにとのこと。

マニュアルについて…結核の内容に血液検査の情報を追加する。

　　　　　　　　　　針刺し事故の内容の中で「血液を絞り出す」とあるが、現在は絞り出さず、水で流した後、感染状況のチェックを行う。

医療廃棄物について…収納ボックスを手で開けるタイプのものから、足踏み式の廃棄ボックスへ変更した方がよい。

手洗い設備について…ジェットタオルより、ペーパータオル使用の方が、感染リスクが低い。

汚物処理について…トイレの中にあると患者様の出入りがあるため、患者様が入れないよう

区画された処理場所があることが望ましい。

　　　　　　　　　 汚物処理時に着用しているエプロンは現在綿製のエプロンであるが、ディ

スポ製への変更の推奨あり。

経管栄養チューブについて…ディスポ製品使用の推奨あり。

　4.来年度の事業計画の報告　

追加項目

1 施設巡視について

今までは各部署管理者に指摘事項の対応策を記入提出していただいていたが、今後はそれに加え、巡視結果を委員会で発表・報告した後、各部署に持ち帰り部署内で対策を検討する。その後、対策が遵守されているか、委員会で定期的に確認していくこととする。

2 サーベイランス

結果を入力するだけでなく、毎月15、30日に集計結果を出し、月2回のペースでＷＩＺ掲示板に掲載し、全職員へ情報提供していく。

3 啓発活動

新聞記事などで感染症に関する話題があればＷＩＺ上で公表していく。

その他、インフルエンザ予防接種、感染対策マニュアル見直し、年2回の職員研修等今年度と同様の内容で実施していく。

